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はじめに
1.　〇〇〇〇〇
　本稿は現代日本語の名詞述語文のテンスの意味解釈を論じるものである。文は普通いくつの成分からなっていると考えられる。文の成分の中で、一番基本的な成分は主語と述語である。述語とは述べることで、人や物の動作、状態、存在、属性などを表す部分であり、主語とは述べられるもので、動作や状態や存在や属性の持ち主を表す部分である。普通、我々は、動詞が述語になる場合の文を動詞述語文と言い、形容詞が述語になる場合の文を形容詞述語文と言い、名詞が述語になる場合の文を名詞述語文と言う
。以下の例文（1）、（2）、（3）がそれぞれ動詞述語文、形容詞述語文、名詞述語文である。
　　（1）太郎が公園で遊んでいる。（動詞述語文）
　　（2）太郎は頭がいい。（形容詞述語文）
　　（3）太郎は大学生である。（名詞述語文）
　テンスとは何か、その規定は研究者によってさまざまである。Comrie（1985）では、テンスを次のように規定している。
　　　    The basis of the discussion in the body of this book is that tense is grammaticalised expression of location in time. On the one hand, this can be viewed as purely definitional. In this way, we would look at a particular form in a language, decide whether it does in fact express location in time and whether it is indeed a grammatical category, and then pronounce it to be tense or not.（Comrie 1985:９）
　　（日本語訳：本書の基本的な考えでは、テンスとは文法化された時間の位置づけ表現である。これは一方では、単なる規定的であると見ることができる。我々はある言語の特定の形式を目にする場合、この規定に照らし合わせ、その形式は時間の位置づけを表わすかどうか、それは文法的カテゴリーであるかどうかを判断し、その上で、それはテンスであるか否かを云々することができるだろう。）
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2.　〇〇〇〇〇〇〇
　現代日本語では、テンスはアスペクトと密接に関連している。単文の動詞述語の場合、その関係は基本的に表1のように示すことができるだろう。
表1. 現代日本語のテンスとアスペクト
	　　　　　　　テンス

アスペクト
	現在未来形
	過去形

	完成相
	～スル
	～シタ

	継続相
	～シテイル
	～シテイタ


（鈴木1996：95）
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� そのほか、副詞が述語になることもある。
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